
地域みんなで防災意識を
（９月１日 町総合防災訓練）



１ 下記の二次元バーコードを読み取り、空メールを送信

３

１次持ち出し品（地震発生後すぐに持ち出すもの）

□飲料水 □携帯ラジオ □懐中電灯 □貴重品

□応急医療品 □現金（硬貨も） □笛 □持病の薬

□ヘルメット □ティッシュペーパー □タオル

□軍手 □マスク □生理用品 □ライター・マッチ

□乾パンなどの非常食料 など

※非常持ち出し品袋などにまとめておきましょう。

２次持ち出し品（地震が落ち着いたら持ち出すもの）

□飲料水（１人１日３㍑が目安）

□非常食料（乾パンやアルファ米、缶詰、チョコレー

ト、インスタント食品など１人７日分が目安）

□洗面用具 □燃料（卓上・携帯コンロ、ガスボンベ、

固形燃料など） □寝袋 □ラップ・アルミホイル

□雨具 □ガムテープ など

近
く
の
避
難
所
知
っ
て
い
ま
す
か

地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
は
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
「
自
助
」、
地

域
で
助
け
合
う
「
共
助
」、
行
政
機
関
が
支
援
す
る
「
公
助
」
の
３
つ
が
一
体
と
な
る
こ

と
で
減
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

家庭ごとに必要なものはちがいます。各家庭で話

し合い「もしも」の時に備えましょう。

今年６月から登録を開始した防災メール。災害時の貴

重な情報源となりますので、ぜひご活用ください。

※二次元バーコードが読み取れない場合は、

bousai.kawazu-town@raiden.ktaiwork.jpへ空メールを送信

してください。受信拒否設定などでメールが受信されな

い場合、各携帯会社のサイトか販

売店にお問い合わせください。

登録名については自由ですが、

万が一システムに異常が出た場合

の連絡をするため、実名での登録

を推奨しています。

４つの登録手順

設定内容を確認し、「登録」を選択→登録完了！！４

配信情報を選択し、「次へ」を選択３

数分後、町防災情報メールが届いたらURLにアクセス２

二次元バーコード

町
内
に
は
、
主
な
避
難
所
と
し
て
次
の

よ
う
な
場
所
が
あ
り
ま
す
。災
害
は
い
つ
、

ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害

の
種
類
や
発
生
場
所
に
も
よ
り
ま
す
が
、

町
内
の
主
な
避
難
所
を
確
認
し
て
お
く
と

も
し
も
の
時
に
安
心
で
す
。
事
前
に
、
各

地
区
も
し
く
は
各
班
で
、
災
害
が
起
き
た

町内各地区の主な避難所

場
合
の
役
割
な
ど
を
話
し
合
い
、
災
害
発

生
時
の
一
次
的
な
避
難
を
迅
速
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
の
広
域
避
難
地
は
河
津
中
学

校
・
東
小
学
校
・
西
小
学
校
・
南
小
学
校

で
す
。
広
域
避
難
地
へ
向
か
う
安
全
な
避

難
経
路
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２

自衛隊員に骨折の応急処置を教わる参加者

町総合防災訓練が９月１日、町内全域で行われ約３５００人が参加しました。訓練は、駿河湾から遠州灘を

震源域とするマグニチュード９．０の地震が発生し、それに伴い、東南海・南海地震が連動したことを想

定し実施されました。大津波警報の発令を受けて、区民たちは高台などの津波避難場所に避難しました。

中学校では、浜、笹原、田中地区の３自主防災会が自衛隊と共同訓練を行いました。

各地区でも、自主防災会や町消防団、防災士らが地域防災の重要性を話したり、消火器訓練などを

行ったりと、いざという時に備えて訓練を行いました。

いざという時に備えて

地図を広げ避難経路や避難場所を確認する参加者 中学校で自衛隊車両の説明を受ける参加者

地域防災の重要性を話す防災士相馬義人さん＝筏場＝ 町消防団員にAEDの操作説明を受ける参加者 浜、笹原、田中の３地区は合同訓練を実施

非常持ち出し品を確認 防災メールの登録を

主な避難所地区

浜公民館・城山避難場所・河津中学校浜

笹原ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀー・城山避難場所・姫宮神社・河津中学校笹原

田中多目的集会所・河津中学校田中

沢田公民館沢田

逆川公民館逆川

上峰地区集会所上峰

下峰公民館・津波避難路下峰

谷津ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀー・谷津公民館谷津

縄地公民館縄地

見高公民館・東小学校見高浜

長野公民館長野

見高入谷農村会館見高入谷

梨本ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀー梨本

泉奥原公民館・旧泉奥原公民館泉奥原

川横婦人若者等活動促進施設・桜田宅前広場川横

大鍋多目的集会場大鍋

小鍋集会所・町道小鍋３号線三沢宅下小鍋

湯ヶ野公民館・西小学校湯ヶ野

下佐ヶ野ｺﾐｭﾆﾃｨ防災ｾﾝﾀー・下佐ヶ野公園下佐ヶ野

上佐ヶ野公民館上佐ヶ野

天川公民館天川

筏場かっせい会館筏場

大堰ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀー・ﾄﾘﾑｺーｽ入口・防災倉庫前大堰

Chec
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県
と
町
は
昨
年
度
か
ら
、
土
砂

災
害
防
止
法
地
区
説
明
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
土
砂
災
害
防
止
法

は
、
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区

域
を
明
ら
か
に
し
、
住
宅
な
ど
の

新
規
立
地
の
抑
制
や
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
な
ど
の
対
策
を
と
り
、

土
砂
災
害
の
被
害
を
減
ら
す
た
め

の
も
の
で
す
。

説
明
会
で
は
、
土
砂
災
害
が
起

き
る
原
因
や
区
域
指
定
の
基
準
な

ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

土
砂
災
害
防
止
策
を
講
じ
、
人
的

被
害
を
な
く
し
た
平
成

年
の
福

１６

井
豪
雨
な
ど
の
事
例
も
取
り
上
げ
、

土
砂
災
害
防
止
の
重
要
性
を
話
し

ま
し
た
。

説
明
会
は
昨
年
度
、
浜
、
笹
原
、

田
中
地
区
で
行
わ
れ
、
今
年
は
上

半
期
に
沢
田
、
上
佐
ヶ
野
、
筏
場
、

天
川
、
大
堰
、
見
高
浜
、
見
高
入

谷
、
長
野
地
区
の
８
地
区
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
下
半
期
は
梨
本
・
湯
ヶ

野
地
区
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

説
明
会
未
実
施
の
地
区
は
来
年
度

中
に
開
催
し
ま
す
。
日
程
は
回
覧

板
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

緯
（
３
４
）
１
９
５
２

new
s１

news
and
info

付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
県
下
田
財
務
事
務
所
で

も
、
県
税
（
自
動
車
税
、
個
人
事

業
税
、
不
動
産
取
得
税
な
ど
）
の

滞
納
者
に
対
し
て
、
県
や
町
と
同

様
の
取
り
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
も
納
税
に
応
じ
な

い
場
合
、
財
産
の
差
押
え
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

■
納
税
に
困
っ
た
ら
相
談
を

災
害
や
盗
難
被
害
、
本
人
や
家

族
の
病
気
、
事
業
の
廃
止
や
失
業

な
ど
、
ど
う
し
て
も
納
期
限
ま
で

に
納
税
が
で
き
な
い
場
合
は
、
町

民
生
活
課
徴
収
係
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
分
割
納
付
や
一
定
期
間
の

納
税
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
納
税
相
談
】

日
時
▼
月
曜
日
～
金
曜
日

８
時

分
～

時
（
祝
日
・
年

１５

１７

末
年
始
を
除
く
）

場
所
▼
町
民
生
活
課
徴
収
係

役
場
１
階
②
番
窓
口

問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課
徴
収
係

緯
（
３
４
）
１
９
２
８

県
と
県
内
の
市
町
は
、

月
と

１１

月
を
「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

１２と
位
置
づ
け
、
共
同
で
滞
納
整
理

に
取
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

税
金
は
、
福
祉
・
教
育
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
納
期

ま
で
に
納
め
て
い
な
い
税
金
が
あ

る
人
は
、
早
め
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

町
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
町
税

を
納
め
な
い
人
に
、「
督
促
状
」
や

「
催
告
書
」
の
送
付
、
電
話
に
よ

る
納
付
依
頼
な
ど
を
行
い
、
自
主

的
な
納
付
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
す
る
と
、
本
来
の
税

額
の
ほ
か
に「
督
促
手
数
料
」や「
延

滞
金
」
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。さ

ら
に
、
特
別
な
理
由
が
な
く

納
税
の
意
思
が
認
め
ら
れ
な
い
滞

納
者
に
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

た
人
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、

県
な
ど
と
協
力
し
、
財
産
（
給
与
、

預
貯
金
、
生
命
保
険
、
不
動
産
な

ど
）
の
差
押
え
や
、
住
居
そ
の
他

の
場
所
の
捜
索
な
ど
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。
事
情
が
あ
っ
て
納

第

回
大
北
縦
断
駅
伝
大
会
が

６３

９
月
８
日
に
長
野
県
で
行
わ
れ
、

町
体
育
協
会
駅
伝
チ
ー
ム
（
仲
里

司
監
督
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
長
野
県
大
町
市
と
北

安
曇
郡
の
１
町
３
村
を
縦
断
す
る

駅
伝
に
、

チ
ー
ム
が
参
加
し
ま

１１

し
た
。
チ
ー
ム
は
、
白
馬
村
と
の

姉
妹
都
市
交
流
が
縁
で

年
前
か

２０

ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

雨
の
中
、
池
田
町
を
ス
タ
ー
ト
、

６
区
か
ら
天
気
は
回
復
し
た
も
の

の
、
徐
々
に
暑
さ
が
増
し
て
い
き

厳
し
い
レ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
８
人
の
選
手
た
ち
は

・
５０

２
㎞
の
８
区
間
を
激
走
、
オ
ー
プ

ン
参
加
な
が
ら
記
録
は
上
位
に
並

ぶ
、
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

か
わ
づ
花
の
会
（
土
屋
達
雄
会

長
）
は
８
月

日
、
役
場
で
平
成

２０

年
度
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
き

２５ま
し
た
。
参
加
し
た

地
区
の
代

１３

表
ら
が
、
各
地
区
の
花
壇
を
審
査

し
ま
し
た
。
結
果
は
湯
ヶ
野
地
区

（
上
河
津
農
協
前
花
壇
）
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
「
草
取
り
な
ど
手

入
れ
が
よ
く
配
色
が
き
れ
い
、
ペ

チ
ュ
ニ
ア
が
印
象
的
」
と
い
う
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
優
秀
賞

に
は
田
中
地
区
（
田
中
親
水
公
園

花
壇
）、
下
佐
ヶ
野
地
区
（
佐
ヶ
野

橋
付
近
花
壇
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
３
地
区
は
、

月
に

１１

開
催
さ
れ
る
県
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
展
さ
れ
ま
す
。

町
は
９
月
４
日
か
ら
、
庁
舎
１

階
に
古
着
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
ま
し
た
。
役
場
開
庁
時
間
内
で

あ
れ
ば
い
つ
で
も
古
着
を
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
対
象
と
な

る
古
着
は
衣
類
全
般
と
靴
、
ぬ
い

ぐ
る
み
、
バ
ッ
グ
、
タ
オ
ル
な
ど
。

汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の
や
ゴ
ム
長
靴
、

寝
具
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

集
ま
っ
た
古
着
は
東
河
環
境
セ

ン
タ
ー
に
運
ば
れ
、
業
者
が
有
償

で
引
き
取
り
、
需
要
の
あ
る
ア
ジ

ア
各
国
に
輸
出
さ
れ
ま
す
。
現
地

で
は
、
衣
類
や
工
場
用
雑
巾
な
ど

に
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

町
民
生
活
課
窓
口
係

緯
（
３
４
）
１
９
３
２

長野公民館で行われた説明会の様子

new
s２

８
地
区
に
説
明
会
を
実
施

土
砂
災
害
防
止
法
地
区
説
明
会

new
s３

不
要
な
衣
類
を
リ
サ
イ
ク
ル

町
民
生
活
課

new
s４

new
s５

最
優
秀
賞
に
湯
ヶ
野
地
区

か
わ
づ
花
の
会
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

姉
妹
都
市
交
流
で
激
走

池
田
か
ら
小
谷

・
２
㎞

５０

第

回
大
北
縦
断
駅
伝
大
会
に
出
場

６３

写真上・５区村串弘
親さん＝上峰＝
から６区渡邉啓祐
さん＝川横＝のタ
スキリレー

写真下・４区を走る
鈴木健五さん＝浜
＝

９
月

日
の
敬
老
の
日
に
あ
た

１６

り
、
相
馬
宏
行
町
長
と
吉
野
康
男

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
は

９
月

日
、
町
内
在
住
の
百
歳
以

１７

上
の
長
寿
者
を
訪
問
し
て
お
祝
い

し
ま
し
た
。

今
年
百
歳
を
迎
え
る
の
は
、

飯
田
二
郎
さ
ん
、
石
井
あ
き
さ
ん
、

黒
田
は
ま
さ
ん
、
渡
邊
久
子
さ
ん

の
４
人
で
す
。

ま
た
、

歳
以
上
を
迎
え
る
長

１０１

寿
者
は
、
大
塩
ひ
ろ
さ
ん
（

歳
）、

１００

片
岡
梅
雄
さ
ん
（

歳
）、
菊
池
ひ

１００

さ
さ
ん
（

歳
）、
古
山
正
代
さ
ん

１００

（

歳
）、萩
原
志
げ
さ
ん（

歳
）、

１００

１００

相
馬

代
子
さ
ん
（

歳
）、
西
浦

１０３

シ
ヅ
ノ
さ
ん
（

歳
）、
の
７
人
で

１０３

す
。

新
た
に
４
人
を
お
祝
い

町
内
の
百
歳
以
上
は

人
に

１１

百
歳
以
上
の
長
寿
者
を
表
敬
訪
問

写真上・今年１００
歳を迎えた飯田二
郎さん（中央）

写真下・相馬宏行
町長から記念品を
受け取る片岡梅雄
さん

役場庁舎内１階に設置された
古着等回収ボックス

new
s６

納
め
て
い
な
い
税
金
あ
り
ま
せ
ん
か

月

月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

１１

１２

最優秀賞の湯ヶ野地区上河津農協前花壇
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まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

７

町主催の河津川鮎レディス&ペアフェス

ティバルが８月２４日と２５日、河津川で開催

されました。女性を対象にした鮎友釣り大

会は全国的にも珍しく、初心者を含む１７組

が参加しました。大会初日は男女のペア大

会が行われ、参加者は思い思いの場所で竿

を出していました。大会終了後に開かれた

交流会では、釣った鮎を塩焼きにして味わ

いました。２日目に行われたレディス大会も

盛況で、連日川沿いがにぎわっていました。

連日にぎわいを見せた河津川

根子岳山頂にて四阿山をバックに記念撮影

町体育協会（仲里司会長）は８月２５、２６日、長野県と

群馬県の境にある四阿山で夏山登山を行い、町民３９人
あずまやさん

が参加しました。１日目はバラギ湖付近にある石樋の滝
いしどい

を散策。２日目は、約5時間半かけて四阿山（標高2,354

ｍ）と根子岳（標高2,207m）に挑みました。日本百名
ねこだけ

山に数えられる四阿山の山頂では、北アルプスの雄大

な山々を一望することができました。

どれにしようかなぁ
くれよん倶楽部 こども縁日

にぎわいを見せた会場の様子

保護者が作ったカレーライスをおいしそうに食べる子どもたち

講師の宮崎隆治さんの話を熱心に聞く参加者

町商工会主催のホームページ活用講習会が9月3日、

商工会館で行われ町民約30人が参加しました。商工会

は、販売促進や売上アップなどに役立ててもらおうと

本講習会を企画。ウェブ制作などを手掛ける株式会社

double(本社東京都新宿区)社長・宮崎隆治さんを講師
ダブル

に、発信側の目線で作られた失敗例などを説明し、ホー

ムページの効果的な活用法を学びました。

ホームページの効果的な活用を
商工会ホームページ活用講習会

社会性や思いやりの心を
西小学校で通学合宿

日本百名山の四阿山に挑戦
町体育協会が夏山登山

にぎわった鮎の友釣り
河津川鮎レディス＆ペアフェスティバル

西小学校で９月５日から７日まで、国民宿舎かわづに

宿泊し通学合宿が行われ、３年生から６年生３３人が参加

しました。共に寝泊まりし学校に通う、２泊３日の共同

生活を通して、社会性や思いやりの心を育んでもらお

うと毎年行っています。５日は放課後に開講式が行われ、

子どもたちは勉強会を実施。その後、保護者が作った

夕食のカレーライスをおいしそうに食べていました。

子育てサークル「くれよん倶楽部」（石橋ひろみ代

表）のこども縁日が８月２８日、町保健福祉センターふ

れあいホールで開かれ多くの来場者でにぎわいました。

サークルと町放課後児童クラブが手作りのアクセサ

リーなどのお店を出店。参加者は引換券を持ち、アク

セサリーやぬり絵などと交換していました。最後に、

お楽しみ手品で会場を盛り上げていました。

ロ
グ
ハ
ウ
ス
の
設
計
・
施
工
な

ど
を
行
う
天
城
カ
ン
ト
リ
ー
工
房

土
屋
宗
一
郎
さ
ん
＝
浜
＝
が
木
製

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
を
作
成

し
ま
し
た
。実
物
の
約

分
の
１
、

８０

高
さ
７
・
９
㍍
の
迫
力
あ
る
巨
大

な
ス
ケ
ー
ル
モ
デ
ル
で
、
本
物
同

様
の
ト
ラ
ス
構
造
を
用
い
、
細
部

ま
で
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
屋
さ
ん
は
今
年
７
月
に
実
物

を
見
物
し
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

に
関
す
る
資
料
や
文
献
を
集
め
構

造
を
学
び
ま
し
た
。
仕
事
の
合
間

に
作
業
を
続
け
、
２
カ
月
か
け
て

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

完
成
品
を
前
に
土
屋
さ
ん
は

「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
見
る
人

を
元
気
に
さ
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ

を
作
っ
て
、
町
の
人
に
も
元
気
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
に
目
標
を
持
っ
て
や
れ

ば
で
き
る
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と

熱
い
思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
木
製
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

は
、

月

日
に
行
わ
れ
る
河
津

１０

２７

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
（
会
場
・
河
津

桜
観
光
交
流
館
駐
車
場
）
に
展
示

す
る
予
定
で
す
。
迫
力
満
点
な
木

製
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

Topics
木製「東京スカイツリー」完成

天城カントリー工房、土屋宗一郎さん

２カ月かけて完成させた木製東京スカイツリー
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子どもたちの
笑顔が見たい

古泉 彩さん
こいずみ あや

笹原

２１歳 AB型 さそり座

南小学校 事務職員２８９

フ シュレッ

天
城
の
み
ち
す
が
ら
第
十
話

連
載

歴
史
の
散
歩
道

踊
子
と
学
生
像

文
・
稲
葉

修
三
郎

か
つ
て
七
滝
観
光
協
会
（
会
長
岡
秀

彦
）
が
、
滝
ば
か
り
で
な
く
外
に
な
に

か
名
物
が
欲
し
い
と
の
合
言
葉
か
ら
踊

子
と
学
生
像
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
五
十
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
製

作
者
に
は
当
時
人
物
像
を
作
っ
て
は
日

本
一
と
言
わ
れ
る
日
展
審
査
員
堤
達
男

さ
ん
に
依
頼
し
た
。

あ
る
日
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。「
稲

葉
君
、
突
然
だ
が
七
観
よ
り
踊
子
と
学

生
像
の
依
頼
が
あ
っ
た
が
、
私
は
川
端

さ
ん
に
も
逢
っ
た
こ
と
が
な
い
し
踊
子

も
知
ら
な
い
、
あ
そ
こ
に
建
て
る
に
は

ど
ん
な
像
が
一
番
い
い
か
ね
」
と
の
電

話
で
あ
っ
た
。
先
生
と
は
下
田
の
佐
野

利
道
氏
を
通
じ
て
長
い
お
付
き
合
い
の

仲
で
あ
っ
た
。

一
晩
考
え
た
末
、
提
案
し
た
。
モ
デ

ル
、
学
生
に
は
川
端
康
成
の
一
学
生
の

姿
、
踊
子
に
は
映
画
「
伊
豆
の
踊
子
」

第
四
作
目
の
主
演
女
優
、
吉
永
小
百
合

（
川
端
先
生
は
吉
永
が
ど
の
女
優
よ
り

も
好
き
だ
っ
た
）、
情
景
は
学
生
と
踊

子
一
行
が
天
城
路
を
下
っ
て
き
て
初
景

滝
で
一
休
、
踊
子
は
草
鞋
を
ぬ
い
で
足

わ
ら
じ

を
水
に
浸
し
て
い
る
。
学
生
は
後
ろ

め
て
河
津
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ

の
２
週
間
後
、
南
小
学
校
着
任

の
発
表
を
聞
い
て
、
と
て
も
驚

い
た
そ
う
で
す
。「
河
津
の
皆
さ

ん
は
人
柄
が
よ
く
、
優
し
い
人

が
多
い
で
す
。
勉
強
す
る
こ
と

が
多
く
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、

周
り
の
先
生
に
支
え
ら
れ
、徐
々

に
仕
事
や
地
域
に
も
慣
れ
て
き

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

休
日
は
友
達
と
食
事
に
行
っ
た

り
、
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
な
の
で

日
本
代
表
戦
を
観
戦
し
た
り
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

と
て
も
温
和
で
、
明
る
く
話

し
や
す
い
彩
さ
ん
。
き
っ
と
職

場
の
花
と
し
て
大
活
躍
し
て
い

く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
こ
ん
に
ち
は
！
河
津
南
小
学

校
、
古
泉
で
す
」
ハ
キ
ハ
キ
と
明

る
い
声
で
対
応
し
て
く
れ
る
電
話

の
向
こ
う
が
、
今
年
４
月
か
ら
南

小
学
校
の
事
務
職
員
に
な
っ
た
古

泉
彩
さ
ん
で
す
。

「
子
ど
も
た
ち
が
好
き
で
、
多

く
を
学
び
成
長
す
る
、
小
中
学
校

の
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
か
か

わ
り
た
く
、
こ
の
仕
事
を
目
指
し

ま
し
た
」
と
話
す
彩
さ
ん
。
日
々

の
仕
事
は
、
学
校
の
物
品
購
入
な

ど
。
音
楽
で
使
う
ド
ラ
ム
を
購
入

し
た
と
き
は
、
子
ど
も
た
ち
が
叩

く
ド
ラ
ム
の
音
が
聞
こ
え
る
と
、本

当
に
う
れ
し
く
、
仕
事
の
や
り
が

い
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

函
南
町
出
身
の
彩
さ
ん
は
今
年

の
３
月
、
河
津
桜
を
見
よ
う
と
初

稲葉 修三郎 いなば しゅうざぶろう １９２６年生まれ ８７歳 川横 てっぽう

町の郷土史研究の第一人者 文芸かわづ編集長、静岡県ふるさと学士、賀茂地区生涯大学葵学園顧問、河津町ふるさと歴史研究会顧問、

かわづふるさと案内人会顧問。新聞・雑誌の執筆、テレビ・ラジオの出演など多忙を極める。

で
、
女
ら
し
い
仕
草
に
ソ
ッ
と
肩
に
手

を
か
け
そ
う
に
な
っ
た
が
、
ハ
ッ
と
し

て
手
を
押
え
る
。
こ
ん
な
情
景
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
と
電
話
し
た
。

数
ヶ
月
経
っ
て
先
生
か
ら
連
絡
が

あ
っ
た
。
ほ
ぼ
原
形
が
で
き
た
の
で
見

に
来
て
ほ
し
い
。早
速
ア
ト
リ
エ
に
伺
っ

た
。
瞬
間
驚
い
た
、
私
の
提
言
し
た
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
取
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

昭
和
五
十
二
年
九
月
十
九
日
、
小
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
町
内
外
か
ら
二
百
人

近
い
人
々
が
集
い
、
盛
大
に
落
成
式
が

行
わ
れ
た
。
現
在
で
は
初
景
滝
を
バ
ッ

ク
に
す
っ
か
り
名
物
と
な
っ
た
。

堤
達
男
（
西
伊
豆
町
出
身
）
長
ら
く

日
展
審
査
員
を
務
め
ら
れ
、
昭
和
六
十

三
年
没
。
代
表
作
に
「
下
田
橋
人
魚
四

体
」
下
田
市
「
徳
川
家
康
」
静
岡
市
駿

府
公
園
「
中
国
人
殉

難
慰
霊
碑
」
西

じ
ゅ
ん
な
ん

伊
豆
町
「
清
水
次
郎
長
」
静
岡
市
清
水

初景滝の踊子と学生像

【
取
材
】
板
垣
敏
子
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

９

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.１２６

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版社著者名書 名（一般書）

文藝春秋佐々木 譲代官山コールドケース

角川書店垣根 涼介光秀の定理

論創社
ウィリアム・リンク／著
町田 暁雄／訳

刑事コロンボ１３の事件簿

滋慶出版
土屋書店

上田 歩
超かんたん！
食べるフィッシング

世界文化社おうちニット

出版社著者名書 名（児童書）

チャイルド
本社

梅津 ちお／作
西内 としお／絵

こちょこちょしちゃおう！

ひさかた
チャイルド

シェリー・ダスキー・リンカー/文
トム・リヒテンヘルド／絵

よるのきかんしゃ、ゆめのきしゃ

講談社
村上 しいこ／作
宮尾 和孝／絵

ハロウィンの犬

光村図書出版川端 裕人リョウ＆ナオ

河出書房新社三上 葉／作画
トムとジェリーのたびのえほん
富士山にのぼる

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：１０月２４日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２５年６月生まれの赤ちゃん

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
日曜日 １４時３０分～

１０月１３・２７日

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

(木曜日)

１０月１０・１７・２４日

１４時３０分～１５時幼児向け

(第２木曜日)

１０月１０日

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分木曜日

１０月１０・１７・２４日

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

図書館カレンダー １０月

土金木水火月日

５４３２１

１２１１１０９８７６

１９１８１７１６１５１４１３

２６２５２４２３２２２１２０

３１３０２９２８２７

■は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

今年上半期一番読まれた本は、コレ！

平成２５年度上半期ベストリーダ

１．色彩を持たない多崎つくると、彼の巡礼の年／村上 春樹

２．ふくわらい／西 加奈子

３．晴天の迷いクジラ／窪 美澄

４．屍者の帝国／伊藤 計劃

４．さくらほうさら／宮部 みゆき

４．海賊とよばれた男（上・下）／百田 尚樹

５．僕の死に方／金子 哲雄 ※他６冊

平成２５年度上半
期ベストリーダ
の「色彩を持た
ない多崎つくる
と、彼の巡礼の
年」村上春樹著

蔵書点検にご協力ありがとうございました

館内整理の為、９月２３日から３０日まで休館

させていただきました。期間中は、皆さん

に大変ご迷惑をお掛けしました。

この点検で、正しい貸し出し手続きがさ

れていない図書が見つかりました。心当た

りのある方は返却をお願い致します。 蔵書点検の様子。端末機で本のバー
コードを読み取り照合します。

今年の秋の読書週間のキャッチフレーズは、

「本と旅する 本を旅する」に決まりました。

大人の「図書館へ行こうカード」を配布

カウンターでカードを配布します。本などの

貸し出し時にカードを提示してください。スタ

ンプが３つたまると、粗品を贈呈します。

「本と旅する本を旅する」１０/２７～１１/９は秋の読書週間
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高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
対
象

者
に
は
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に

歳
以
上
の
人

６５

②
満

歳
か
ら

歳
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
ま
た

６０

６４

は
呼
吸
器
の
機
能
障
害
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
人

■
実
施
期
間

月
１
日
（
火
）
～
平
成

年
１
月

日
（
金
）

１０

２６

１０

■
助
成
額

接
種
費
用
の
う
ち
１
０
０
０
円
を
助
成
し
ま

す
。
接
種
費
用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た
金

額
を
、
医
療
機
関
へ
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。（
接

種
費
用
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

■
接
種
方
法

事
前
に
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
希
望
す
る
場
合
は
予
約
を
し
て
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
（
青
色
）
を
忘
れ
ず

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
併
せ
て
お
知
ら
せ

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

歳
以
上
の
人
で
過
去
５
年
間
に
肺
炎
球
菌

６５
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
予
防
接

種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
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河
津
町
の
介
護
保
険
申
請
状
況

は
？昨

年
一
年
間
で
１
４
５
人（
女

性
６
割
、
男
性
４
割
）
が
新
た

に
介
護
保
険
を
申
請
し
、
町
全

体
で
４
５
７
人
と
な
り
ま
し
た
。

（
平
成

年
４
月
１
日
現
在
）

２５

こ
れ
は
高
齢
者
の

％
が
介
護

１６

認
定
を
受
け
て
い
る
計
算
に
な

り
、
認
定
者
数
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
理
由

は
？昨

年
、
新
規
申
請
し
た
人
の

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
理
由
第

１
位
は
、
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗

塞
や
脳
出
血
な
ど
）
で

%
、

１９

第
２
位
は
認
知
症
で

%
、
第

１５

３
位
は
骨
折
・
転
倒
で

%
、

１０

関
節
疾
患
で

%
で
し
た
。

１０

７５

歳
以
上
に
限
る
と
、
脳
血
管
疾

患
の
占
め
る
割
合
は
減
り
、
骨

折
・
転
倒
、
関
節
疾
患
な
ど
の

運
動
器
疾
患
の
割
合
が
増
え
て

い
ま
す
。

か
り
受
け
、
自
分
の
健
康
状
態

を
把
握
し
、
生
活
習
慣
病
を
防

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

高
齢
期
に
は
、
身
体
を
動
か

さ
な
い
た
め
に
生
じ
る
「
生
活

不
活
発
病
」
の
予
防
が
大
事
に

な
り
ま
す
。
「
年
だ
か
ら
」「
病

気
だ
か
ら
」
と
大
人
し
く
す
る

の
で
は
な
く
、
積
極
的
な
毎
日

を
送
る
こ
と
が
健
康
で
自
立
し

た
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、

認
知
症
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

も
、
自
分
で
出
来
る
こ
と
を
続

け
、
今
の
状
態
を
維
持
向
上
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
介
護
や

介
護
予
防
の
こ
と
は
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。

要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
？

年
齢
に
よ
っ
て
気
を
付
け
る

点
が
異
な
り
ま
す
。

中
年
期
に
は
、
健
診
を
し
っ

	ý�F
�
e�p�p�¢�Už�A�t�s�l�h�g��

１１

１�O�á�~�•�K�M�‡�m�“
�‡�j�w�M�M�‹�w�~ �±�—�6C�_

�Ù	Z�3�'��
�•	Ô�ö�ˆú�w�Ú�
�O�á�›�ˆ¼�¯�”�Æ�”
�q�œ�q�œ�¯�”�Æ�” �¢� �r�‹�h�j�w�Ô�5�G�»�£
�H�Á�¯�”�Æ�” �¢ñ�±�����‚�.�w	Z�3�£
�B�•�0�f	��†�¼	Ð
(����¯�”�Æ�” �¢�ž�“�N�¢�£
	ý	Ó�¢	Ž�»�q�¯�”�Æ�” �¢�†�_�R	Ž�»�q�~�ž�“	Ž�»�q�£
	Ž¼R�¹�¦�õ�¢�s�r
�Ù�µ�Â�”�´�'��
�‘�^�\�M�C�“�wx�Ð
�¼�ï�µ�z �;�¸��
×�s�r

�ð �‡�j�n�X�“
*
��] 緯�����µ� ������

３�H�� �� �s�Ê�½���=�G
ã�Fæ�ó

�Ô�]�–�w�Å	6
R�L�›C¯

�Ù	Z���'��
�N�B�z�N�Bã�C�z� �r�‹� �‘�z �Ñ�å�¼�ï�µ�z 	�
@�z�Ì�ï�Å��
×�z �Î�¿�Ó�×�¿�Ó�z �O�á�¤�¶�Í

'
×�¸�z �µ�Ä�æ�”�Ä�¼�ï�µ�z �ž�Ñ�æ�§� �‘�z
�»�Û�z�i�>�.
â

�ð �Ê���=� �q�Ä�¿�Á 緯�����µ�� ������

２�H�� �� �s�Ê�½���=�G
�2�Ôæ�ó

���<�s�^¼�U���|�‡�b

�Ù	Z¼�'��
	{�“�z 
+�}�h�z �†�h�z �‚
ö�S�`�?�z �!�`�V�z 	�
�3�z�ƒ�3�z �»�3�z �y�N�z��ß�z 
\�Z�V�z [�h�z �ø

��z 
\�”�¶	6�è�2�w�^¼ �S�¡
n �¢���Ô�w�ˆ�£
�.�g�¯�”�Æ�” �¢é	��^�“�~ ���Ô�w�ˆ�£

�ð �Ê���=� �q�Ä�¿�Á 緯���� �µ�� ������

�����E�Û�µ�•�~�w�C� �t�‘�”�d�[�‹�j�w�7� 

ã�FC¯�q���X�w	Z�3�p�t�W�˜�l�h�q	Ô�w�7� 

�������� 	3�w� �Õ�ï�Ä �J�O�, �B�X�B �[�V




